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（3.4%）

災害復旧費
1億8,989万円
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決 算令和 2 年度

一般会計・特別会計

　
９
月
定
例
会
で
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
（
収
入
）

が
２
０
３
億
５
４
８
３
万
円
（
前
年
度
比
32

億
４
２
４
３
万
円
減
）、
歳
出
（
支
出
）
１

８
９
億
４
９
５
９
万
円
（
前
年
度
比
11
億
１

４
４
０
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
、
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
１
２
４

億
９
９
１
８
万
円
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合

の
61
・
４
％
で
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
復
興
交
付
金
基
金
積
立
金
か
ら
、
令
和
２

年
度
の
復
興
交
付
金
事
業
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
繰
り
入
れ
た
、
83
億
７
１
０
８
万
円
お

よ
び
繰
越
金
23
億
６
７
６
３
万
円
が
歳
入

全
体
の
52
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
補
助
金
な

ど
の
依
存
財
源
は
78
億
５
５
６
５
万
円
で
、

こ
の
う
ち
国
庫
支
出
金
が
歳
入
全
体
の
11
・

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
が
14
・
８
％
、
県
支
出
金
が
６
・
３
％
と

な
っ
て
い
て
、
全
体
の
32
・
６
％
を
国
・
県

に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

歳
出
の
目
的
別
で
は
、
復
興
費
が
87
億

５
８
１
０
万
円
で
、
歳
出
の
46
・
２
％
を
占

め
、
大
槌
町
復
興
整
備
事
業
23
億
５
０
６

９
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
活

用
し
、
健
全
な
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

【歳出の性質別内訳】

区　分 決　算　額 構成比

普 通 建 設 事 業 50 億 3,091 万円 26.5%

災 害 復 旧 費 8 億 753 万円 4.3%

積 立 金 13 億 6,584 万円 7.2%

補 助 費 な ど 71 億 2,745 万円 37.6%

物 件 費 12 億 787 万円 6.4%

人 件 費 10 億 4,767 万円 5.5%

繰 出 金 5 億 9,603 万円 3.1%

扶 助 費 10 億 9,393 万円 5.8%

公 債 費 6 億 1,700 万円 3.3%

そ の 他 5,536 万円 0.3%

合　計 189 億 4,959 万円 100%

一般会計の内訳

活  用  事  例

○
大
槌
町
復
興
整
備
事
業  

 

23
億
５
０
６
９
万
円

　
運
動
施
設
整
備
お
よ
び
郷
土
財
活
用
湧
水
エ
リ
ア
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
水
産
業
復
旧
支
援
事
業  

 

6
億
１
２
８
１
万
円

　
さ
け
ま
す
種
苗
生
産
施
設
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
事
業  

 

３
億
１
８
１
万
円

　
大
槌
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
し
ま
し
た
。

○
安
渡
地
区
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業  

 

２
億
７
６
７
２
万
円

　
安
渡
地
区
に
お
け
る
津
波
復
興
拠
点
に
お
け
る
面
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
斎
場
整
備
事
業  

 

２
億
２
９
３
４
万
円

　
用
地
造
成
お
よ
び
斎
場
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

令和 2 年度 釜石大槌地区行政事務組合会計

決算のあらまし

◎令和 2 年度開示請求等の状況について

　令和 2年度において、釜石大槌地区行政事務組合情報公開条例に基づく開示請求および審査請求は、開示請求1件に対し開示1件、
審査請求はありませんでした。
　釜石大槌地区行政事務組合個人情報保護条例に基づく、開示請求および審査請求はありませんでした。

※四捨五入の関係で合計が合わない場合があります　　※△はマイナス

【し尿処理事業】
搬入量（kl） 構成比率（％） 前年度比（％）

釜石市 1 万 4,461 61.2 △ 2.1

大槌町 9,159 38.8 △ 18.1

合計 2 万 3,620 100.0 △ 9.0

議会費
14万円（0.0%）

釜石市
10億3,631万円

（68.3％） 

大槌町
4億8,045万円
（31.7％）

歳出総額

15億817万円

総務費
4,096万円（2.7％）

公債費
1億7,702万円
（11.7％）

消防費  10億9,380万円
（72.5％）

衛生費
1億9,625万円
（13.0％）

使用料および手数料
576万円（0.4%） 諸収入

41万円（0.0%）

歳入総額

15億2,294万円

分担金および負担金
15億1,676万円（99.6％）

財産収入
1万円（0.0％）

歳入総額

203億5,483万円

歳出総額

189億4,959万円

自主財源
124億9,918万円

（61.4%）

依存財源
78億5,565万円

（38.6%）

町税
10億1,591万円（5.0%）

寄附金
2億1,512万円（1.1%）

諸収入等
112億6,815万円

（55.4%）

県支出金
12億7,978万円

（6.3%）

国庫支出金
23億3,015万円

（11.4%）

県支出金
12億7,978万円

（6.3%）

国庫支出金
23億3,015万円

（11.4%）

地方交付税
30億2,170万円

（14.8%）

町債　8億7,417万円（4.3%）

地方消費税交付金等
3億4,985万円（1.7%） 議会費　8,195万円（0.4%）

総務費
23億1,098万円

（12.2%）

民生費
19億4,263万円

（10.3%）

衛生費
13億9,661万円

（7.4%）

労働費
421万円
（0.0%）

農林水産業費
4億6,055万円

（2.4%）

商工費
2億8,260万円

（1.5%）

土木費
18億6,417万円

（9.8%）

消防費
3億9,038万円

（2.1%）教育費
6億4,997万円

（3.4%）

災害復旧費
1億8,989万円

（1.0%）

公債費
6億1,700万円

（3.3%）

諸支出金
55万円（0.0%）

復興費
87億5,810万円

（46.2%）
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124億9,918万円

（61.4%）

依存財源
78億5,565万円

（38.6%）
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（6.3%）

国庫支出金
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町債　8億7,417万円（4.3%）

地方消費税交付金等
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総務費
23億1,098万円

（12.2%）

民生費
19億4,263万円

（10.3%）

衛生費
13億9,661万円

（7.4%）

労働費
421万円
（0.0%）

農林水産業費
4億6,055万円

（2.4%）

商工費
2億8,260万円

（1.5%）

土木費
18億6,417万円

（9.8%）

消防費
3億9,038万円

（2.1%）教育費
6億4,997万円

（3.4%）

災害復旧費
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【分担金および負担金の内訳】

令和 2 年度

行政事務組合の
主な事業

【特 別 会 計】

歳　入 会　計　名 歳　出

17 億 6,470 万円 国民健康保険 16 億 4,786 万円

15 億 5,435 万円 介 護 保 険 14 億 9,176 万円

1 億 3,102 万円 後期高齢医療 1 億 3,089 万円

34 億 5,007 万円 合　計 32 億 7,051 万円

【町税の内訳】

区　分 決　算　額 構成比

町　民　税 4 億 6,472 万円 45.8%

固定資産税 3 億 9,721 万円 39.1%

町たばこ税 1 億 1,622 万円 11.4%

軽自動車税 3,752 万円 3.7%

鉱　山　税 24 万円 0.0%

合　計 10 億 1,591 万円 100%

【消防業務】
火災件数 前年度比較 救急件数 前年度比較

釜石消防署 12 4 1,302 △ 180

大槌消防署 5 2 732 △ 95

合計 17 6 2,034 △ 275

問 釜石大槌地区行政事務組合 事務局 総務課　℡ 0193-31-1336

（令和 2 年度決算による）
当町は健全な財政状況です

　自治体の財政破綻を未然に防ぐとともに、悪化した団体に対して、早
期健全化を促すために平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律」が施行されました。この法律に基づき、健全化判断比率
として４つの指標（①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債
費比率　④将来負担比率）と
公営企業の経営状況を示す資
金不足率をお知らせします。
　健全化判断比率のうち一つ
でも早期健全化基準以上とな
った場合は、経営健全化計画
を定め、財政の健全化を図ら
なければなりません。
　令和２年度決算に基づき算
定された健全化判断比率など
は右表のとおりです。いずれ
の指標も基準を下回ってお
り、大槌町は健全な財政状況
です。

問 企画財政課　℡ 0193-42-8712

【健全化判断比率】
指標区分 大槌町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ー 15.00% 20.00%

連結実質赤字比率 ー 20.00% 30.00%

実質公債費比率 13.0% 25.00% 35.00%

将 来 負 担 比 率 ー 350.0%

※�将来負担比率は、将来財政を圧迫する可能性を示すも
ので低いほど良好なものです。

 各会計で赤字はありません

【公営企業の資金不足比率】
指標区分 大槌町の比率 早期健全化基準

水 道 事 業 会 計 ー 20.00%

下 水 道 事 業 会 計 ー 20.00%

漁業集落排水処理事業会計 ー 20.00%

公営企業においては、資金不足はありません

財政の健全度を判断する指標　４つの指標で判断します
▶ 実質赤字比率：地方公共団体の一般会
計の赤字の程度を指標化し、財政運営
の深刻度を示すものです。

▶ 連結実質赤字比率：全ての会計の赤字
や黒字を合算し、地方公共団体としての
赤字の程度を指標化し、地方公共団体
全体としての運営の深刻度を示すもの
です。

▶ 実質公債費比率：借金の返済額および
これに準ずる額の大きさを指標化し、
資金繰りの危険度を示すものです。

▶ 将来負担比率：地方公共団体の一般会
計の借入金（地方債）や将来支払ってい
く可能性のある負担などの現時点での残
高の程度を指標化し、将来財政を圧迫す
る可能性が高いかどうか示すものです。

公営企業は次の指標で判断します。
▶ 資金不足率：公営企業の資金不足を、
公営企業の事業規模である料金収入の
規模と比較して指標化し、経営状況の
深刻度を示すものです。

　釜石大槌地区行政事務組合は、釜石市と大槌町からの分担金な
どによって、共同で消防業務や、し尿処理事業を行っています。
　10月26日に開催した同組合議会定例会で認定された令和2年
度決算の概要をお知らせします。
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